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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第48期
第１四半期
連結累計期間

第49期
第１四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 6,611,392 6,907,173 27,919,616

経常利益 (千円) 22,019 175,079 636,417

四半期(当期）純利益又
は四半期純損失(△)

(千円) △61,059 83,255 95,897

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) △63,658 74,963 101,337

純資産額 (千円) 7,837,708 7,846,127 7,874,861

総資産額 (千円) 12,035,273 12,735,318 12,729,404

１株当たり四半期(当
期）純利益金額又は四
半期純損失金額(△)

(円) △5.85 8.03 9.23

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― 7.98 9.18

自己資本比率 (％) 64.9 61.4 61.6

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第48期第１四半期連結累計期間は潜在株

式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期のわが国経済は、欧州債務危機により円高や世界経済の不安定な状態が続くものの、震災

復興需要やエコカー補助金を始めとした政策効果などで国内需要が堅調に推移したことにより、全体と

しては緩やかな回復基調となりました。

当社グループの属する情報サービス業界に関しましては、受注単価の低下傾向が続くものの、企業のIT

投資の持ち直しや、スマートフォン普及による通信関連のシステム需要の拡大などにより、回復傾向で推

移しました。

こうした状況の中、当社グループでは、震災影響で中止・延期となったキャンペーン支援業務の業務量

が回復したことや、システム開発・保守業務が堅調に推移したことなどから、売上高は前年同期比で増加

しました。

また、売上高の伸長や生産性の向上などによる売上総利益率の改善、一部のれん償却終了など販売費及

び一般管理費の減少により、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前年同期比で増加しました。

以上により、売上高は69億７百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益は１億65百万円（前年同期は14

百万円の利益）、経常利益は１億75百万円（前年同期は22百万円の利益）、四半期純利益は83百万円（前

年同期は61百万円の四半期純損失）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりとなります。

ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）は、キャンペーン支援業務の業務量が回復したことや、受

託計算業務における処理量増加などにより、売上高は42億42百万円（前年同期比2.8％増）となりまし

た。

ソフトウェアソリューション（SS）は、Oracle CRM On Demandの販売・周辺開発が伸長したものの、

Trillium・APシリーズ・基幹系ソフトウェアの販売・周辺開発が伸び悩んだことなどから、売上高は４

億39百万円（前年同期比5.4％減）となりました。

システムインテグレーション（SI）は、保険・共済・証券のシステム開発需要を確実に取り込んだこ

となどから、売上高は22億20百万円（前年同期比10.1％増）となりました。

その他システム機器販売等は、システム開発に付随する情報機器の販売と保険代理店収入等で、売上高

は４百万円（前年同期比6.7％減）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費は５百万円であります。研究開発活動の状況に重要な

変更はありません。

　
(4) 従業員の状況

当第１四半期連結累計期間において、従業員数（就業人員数）の著しい変動はありません。

　
(5) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
　

(6) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,500,00010,500,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株であります。

計 10,500,00010,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当第１四半期会計期間において発行した新株予約権等はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

  平成24年４月１日～
  平成24年６月30日

― 10,500,000 ― 1,292,192 ― 1,493,807

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の実質所有株式数の確認ができないため、記載することができないこ

とから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式     132,100 ―
１(1) ②発行済株式の「内容」欄に
記載のとおりであります。

完全議決権株式(その他) 普通株式  10,366,200103,662 同上

単元未満株式 普通株式       1,700 ― ―

発行済株式総数 10,500,000 ― ―

総株主の議決権 ― 103,662 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社アグレックス
東京都新宿区西新宿2-6-1　
新宿住友ビル

132,100 ― 132,100 1.3

計 ― 132,100 ― 132,100 1.3

（注）「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」については、小数点第２位の数値を四捨五入により記

載しております。

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,663,274 2,989,797

受取手形及び売掛金 3,918,446 3,592,816

有価証券 201,387 201,406

仕掛品 452,559 634,438

原材料及び貯蔵品 14,707 14,522

繰延税金資産 556,699 503,935

その他 590,646 558,759

貸倒引当金 △6,252 △5,881

流動資産合計 8,391,469 8,489,795

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 385,733 386,453

機械装置及び運搬具（純額） 150,355 142,025

工具、器具及び備品（純額） 338,785 341,822

土地 205,976 205,976

リース資産（純額） 381,704 364,561

有形固定資産合計 1,462,555 1,440,838

無形固定資産

のれん 117,682 88,261

ソフトウエア 686,773 651,172

その他 195,717 212,374

無形固定資産合計 1,000,172 951,808

投資その他の資産

投資有価証券 456,139 437,155

敷金及び保証金 1,042,618 1,042,843

繰延税金資産 314,980 323,805

その他 62,047 49,644

貸倒引当金 △579 △572

投資その他の資産合計 1,875,206 1,852,876

固定資産合計 4,337,935 4,245,523

資産合計 12,729,404 12,735,318
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 417,312 344,610

短期借入金 － 300,000

未払費用 1,183,865 1,268,793

未払法人税等 197,702 48,074

賞与引当金 1,164,997 631,793

その他の引当金 1,000 1,000

その他 817,348 1,240,314

流動負債合計 3,782,225 3,834,587

固定負債

リース債務 337,626 319,907

退職給付引当金 654,626 674,869

長期未払金 80,064 59,826

固定負債合計 1,072,317 1,054,603

負債合計 4,854,542 4,889,190

純資産の部

株主資本

資本金 1,292,192 1,292,192

資本剰余金 1,493,807 1,493,807

利益剰余金 5,208,100 5,183,963

自己株式 △117,390 △104,805

株主資本合計 7,876,710 7,865,158

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △40,469 △48,761

その他の包括利益累計額合計 △40,469 △48,761

新株予約権 38,620 29,730

純資産合計 7,874,861 7,846,127

負債純資産合計 12,729,404 12,735,318

EDINET提出書類

株式会社アグレックス(E05142)

四半期報告書

 9/17



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 6,611,392 6,907,173

売上原価 5,571,944 5,725,849

売上総利益 1,039,447 1,181,324

販売費及び一般管理費 1,024,471 1,015,700

営業利益 14,975 165,623

営業外収益

受取利息 915 796

保険返戻金 1,641 15,749

貸倒引当金戻入額 1,908 378

その他 7,812 5,230

営業外収益合計 12,278 22,155

営業外費用

支払利息 1,519 2,718

リース解約損 － 8,417

その他 3,714 1,563

営業外費用合計 5,234 12,698

経常利益 22,019 175,079

特別損失

固定資産除却損 5,285 3,901

投資有価証券評価損 1,816 －

特別損失合計 7,102 3,901

税金等調整前四半期純利益 14,917 171,178

法人税、住民税及び事業税 69,923 34,600

法人税等調整額 6,053 53,322

法人税等合計 75,976 87,923

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△61,059 83,255

四半期純利益又は四半期純損失（△） △61,059 83,255
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△61,059 83,255

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,599 △8,292

その他の包括利益合計 △2,599 △8,292

四半期包括利益 △63,658 74,963

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △63,658 74,963
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第１四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　  該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

ん償却額は、次のとおりであります。

　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費
のれん償却額

136,328千円
52,469千円

　

減価償却費
のれん償却額

141,707千円
29,420千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月22日
定時株主総会

普通株式 136,014 13.0平成23年３月31日 平成23年６月23日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結　

  会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月20日
定時株主総会

普通株式 103,678 10.0平成24年３月31日 平成24年６月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結　

  会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社アグレックス(E05142)

四半期報告書

13/17



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２
 

ビジネス
プロセス
アウト
ソーシン
グ

ソフト
ウェアソ
リュー
ション

システム
インテグ
レーショ
ン

その他
システム
機器販売
等

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 4,125,112464,8492,016,8494,5806,611,392 － 6,611,392

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 4,125,112464,8492,016,8494,5806,611,392 － 6,611,392

セグメント利益 559,578215,291264,012 5651,039,447△1,024,47114,975

（注）１．セグメント利益の調整額△1,024,471千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,024,471千円で

あります。全社費用は、販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２
 

ビジネス
プロセス
アウト
ソーシン
グ

ソフト
ウェアソ
リュー
ション

システム
インテグ
レーショ
ン

その他
システム
機器販売
等

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 4,242,202439,8732,220,8254,2726,907,173 － 6,907,173

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 4,242,202439,8732,220,8254,2726,907,173 － 6,907,173

セグメント利益 681,320173,607325,453 9421,181,324△1,015,700165,623

（注）１．セグメント利益の調整額△1,015,700千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,015,700千円で

あります。全社費用は、販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

  該当事項はありません。

　
  ３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

これによる当第１四半期連結累計期間のセグメント利益への影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

(1)１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)(円)

△5.85 8.03

（算定上の基礎） 　 　

  四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △61,059 83,255

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)(千円)

△61,059 83,255

  期中平均株式数(千株) 10,442 10,368

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額(円) ― 7.98

（算定上の基礎） 　 　

  四半期純利益調整額(千円) ― ―

  普通株式増加数(千株) ― 61

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　

　
(重要な後発事象)

   （自己株式の取得）

  当社は、平成24年７月27日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適

用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

１．理由                  経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため

２．取得する株式の種類    普通株式

３．取得する株式の数      150,000株（上限）

４．株式取得価額の総額    120,000千円（上限）

５．自己株式取得の期間    平成24年８月１日～平成25年３月31日

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成24年８月６日

　
株式会社アグレックス

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    江    口          潤    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    山          修    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    唐    澤    正    幸    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アグレックスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アグレックス及び連結子会社の平成

24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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